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３３月月１１日日��かからら７７日日��ままでで、、全全国国一一斉斉にに春春のの火火災災予予防防運運動動
がが行行わわれれまますす。。
ここのの運運動動はは、、空空気気がが乾乾燥燥しし火火災災がが発発生生ししややすすいいここのの時時期期にに、、
火火災災にによよるる死死傷傷者者のの発発生生をを防防ぎぎ、、被被害害のの軽軽減減をを図図るるととととももにに、、
市市民民ののみみななささんんにに火火災災予予防防へへのの理理解解をを深深めめてていいたただだくくここととをを
目目的的にに実実施施ししてていいまますす。。
火火災災のの早早期期発発見見ににつつななががるる住住宅宅用用火火災災警警報報器器をを設設置置しし、、住住
宅宅防防火火対対策策をを進進めめままししょょうう。。
ままたた、、救救急急件件数数はは近近年年増増ええ続続けけてておおりり、、救救急急ののニニーーズズがが高高
ままっってていいまますす。。緊緊急急時時はは１１１１９９番番、、緊緊急急性性がが低低いい場場合合やや救救急急医医療療
相相談談ななどどはは「「救救急急安安心心セセンンタターーおおおおささかか」」（（３３面面））ににごご相相談談くく
だだささいい。。

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
の
火
災

・
救
急
概
況
が
ま
と
ま
り
、

平
成
２２
年
中
に
市
内
で
発
生

し
た
火
災
は
２
０
８
件
で
し

た
。
こ
の
件
数
は
、
前
年
と

比
較
す
る
と
１０
件
増
加
し
て

お
り
、
過
去
１０
年
の
平
均
２

０
７
件
よ
り
１
件
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

建
物
火
災
は
、
全
火
災
の

７５
％
を
占
め
る
１
５
５
件
で
、

そ
の
う
ち
、
居
住
用
の
建
物

（
一
般
住
宅
、
併
用
住
宅
、

共
同
住
宅
）
の
火
災
は
８２
件

で
し
た
。

発
生
原
因
別
で
は
、
１
位

が
前
年
に
引
き
続
き
「
放
火

（
疑
い
含
む
）
」
で
８０
件
、
２

位
に
「
こ
ん
ろ
」（
２６
件
）、

３
位
に
「
た
ば
こ
」
（
２４
件
）

と
続
い
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
３５

人
。死
者
は
２
人
出
ま
し
た
。

林
野
火
災
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
救
急
件
数
は
２
万

７
３
１
６
件
で
、
搬
送
人
員

は
２
万
３
４
６
８
人
で
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
件
数
は

１
４
１
２
件
、
搬
送
人
は
９

６
３
人
増
加
し
て
お
り
、
救

急
件
数
が
過
去
最
も
多
か
っ

た
平
成
１７
年
を
１
８
５
件
上

回
り
、
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
。

事
故
種
別
は
急
病
が
最
も

多
く
１
万
７
３
１
４
件
、
次

に
一
般
負
傷
（
住
宅
内
で
の

自
己
転
倒
な
ど
）
３
６
１
４

件
、
交
通
事
故
３
４
６
７
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の

事
故
種
別
は
急
病
が
１
万
６

５
６
１
件
、
次
に
一
般
負
傷

３
３
９
８
件
、
交
通
事
故
３

２
３
６
件
で
し
た
。

年
明
け
以
降
、
市
内
で
は

火
災
に
よ
る
焼
死
事
故
が
相

次
ぎ
、
５
人
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
ま
す
（
平
成
２３
年

１
月
３１
日
現
在
）。

１
月
３
日
に
８３
歳
女
性
と

７４
歳
男
性
が
、
１４
日
に
６９
歳

男
性
が
、
１９
日
に
７７
歳
男
性

が
火
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

て
お
り
、
５
人
の
焼
死
者
の

う
ち
高
齢
者
が
４
人
を
占
め
、

そ
の
中
に
は
体
が
不
自
由
な

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
消
防
局

で
は
、
焼
死
事
故
防
止
対
策

を
重
点
課
題
と
し
、「
焼
死
事

故
防
止
対
策
本
部
」
を
１
月

２１
日
に
設
置
。
市
内
全
域
で

巡
行
広
報
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

を
活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
直

接
訪
問
に
よ
る
防
火
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
板
に
よ
る
注
意

喚
起
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。近

隣
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
住
ん
で
い
た
ら
、

注
視
し
て
い
た
だ
き
、
周
囲

の
住
人
が
協
力
し
合
い
安
心

・
安
全
な
ま
ち
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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平
成
２２
年
中
の
火
災
・

救
急
概
況（
速
報
）ま
と
ま
る

３３月月１１日日～～７７日日はは春春のの全全国国火火災災予予防防運運動動

「『消したかな』あなたを守る 合言葉」（平成２２年度全国統一防火標語）

年明け、高齢者の火災による死亡者急増�

焼死事故防止対策本部を設置

２０１１年（平成２３年）
№９５

年
明
け
に
市
内
で
発
生
し
た

住
宅
火
災
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普段の就寝に使わ
れる部屋に設置し
ます。�

避難階（1階）以外に寝室が
ある場合は、寝室がある階の
階段の上端に設置します。

普段の就寝に使う
部屋であれば寝室
とみなします。�

寝室� 階段� 子ども部屋�

（図1　地下貯蔵タンクの流出事故防止対策）�

直接埋設鋼製一重殻地下貯蔵タンク�

地下貯蔵タンクの設置年数、塗覆装の種類および設計板厚に基づく腐食のおそれを評価�

腐食のおそれが特に高い�
地下貯蔵タンク�

腐食のおそれが高い�
地下貯蔵タンク�

それ以外の�
地下貯蔵タンク�

①コーティング※1�
②電気防食※2�
�
①または②のいずれかの�
措置を実施�

①コーティング�
②電気防食�
③危険物の微少な漏れを�
検知するための設備※3�
①、②または③のいずれ�
かの措置を実施�

現在の基準どおり�

地下に埋設され腐食・劣化した貯蔵タンク�

タンク底部�

※「地下埋設危険物施設からの流出事故防止対策」�
譛全国危険物安全協会発行から転載�
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住宅用火災警報
器の中心を、壁
から６０�以上、
換気扇やエアコ
ンの吹き出し口
付近から、１．５ｍ
以上離します。

消
防
法
お
よ
び
東
大
阪
市
火
災
予
防
条
例

の
改
正
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
煙
式
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
お
済
み

で
す
か
。
あ
な
た
や
あ
な
た
の
大
切
な
家
族

の
命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
早
く
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

消
防
法
お
よ
び
東
大
阪
市
火

災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
平

成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ

て
の
住
宅
に
煙
式
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
（
住
警
器
）
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
改
正
が
行
わ
れ
た

平
成
１８
年
６
月
１
日
の
時
点
で
、

す
で
に
建
っ
て
い
た
住
宅
に
対

し
て
は
平
成
２３
年
５
月
３１
日
ま

で
の
猶
予
期
間
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

猶
予
期
間
も
残
り
３
か
月
余

り
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
家
庭
に
は
、
住
警
器
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
あ
な
た
や

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
の
命
を

守
る
た
め
、
設
置
猶
予
期
間
中

の
住
宅
も
、
で
き
る
だ
け
早
く

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト

な
ど
で
、
自
動
火
災
報
知
設
備

ま
た
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
は
、

設
置
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
煙
式
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
必
要
な
の
？

住
宅
火
災
に
よ
り
、
毎
年
全

国
で
１
０
０
０
人
以
上
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く

な
っ
た
方
の
多
く
は
「
逃
げ
遅

れ
」
が
原
因
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
住
警
器
の
普

及
率
が
９０
％
を
超
え
、
火
災
に

よ
る
死
者
数
が
半
減
し
た
と
い

う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
で
も
住
警
器
の

警
報
音
に
よ
り
早
期
に
火
災
を

発
見
し「
無
事
に
避
難
で
き
た
」

「
初
期
消
火
に
成
功
し
た
」
と

い
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
住
警
器

は
必
要
で
あ
り
、
住
宅
防
火
対

策
の「
切
り
札
」と
い
え
ま
す
。

住
警
器
に
は
、
お
も
に
煙
式

と
熱
式
の
２
種
類
の
感
知
器
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
大

阪
市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
煙

式
の
感
知
器
の
設
置
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

通
常
、
火
災
が
起
こ
る
場

合
、
ま
ず
煙
が
出
て
か
ら
炎
が

出
る
の
で
、
よ
り
早
く
火
災
を

発
見
で
き
ま
す
。
一
般
的
に
も

煙
式
は
感
知
の
精
度
が
高
い
か

ら
で
す
。

設
置
す
る
場
所
は
？

設
置
が
必
要
と
な
る
お
も
な

場
所
は
、
寝
室
（
就
寝
に
使
う

子
ど
も
部
屋
な
ど
も
含
む
）
と

寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
上
端

で
す
。
煙
は
階
段
な
ど
を
伝
い

上
階
ま
で
広
が
る
た
め
、
下
階

で
発
生
し
た
火
災
の
煙
も
感
知

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
台
所
は
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
場
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
設
置
し

ま
し
ょ
う
。設
置
す
る
場
合
は
、

調
理
の
際
の
煙
を
感
知
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
熱

式
の
も
の
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。ど

こ
で
買
え
る
の
か
？

住
警
器
は
、
電
器
店
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
価
格
は
機
能
に
よ
り

異
な
り
、
３
０
０
０
円
〜
５
０

０
０
円
程
度
の
も
の
が
多
く
出

回
っ
て
い
ま
す
。
取
付
け
も
自

分
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
特
別

な
資
格
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
高
齢
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
自
分
で
は
取
付
け
が
困

難
な
方
の
た
め
に
、
取
付
け
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
販
売
店

も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
消
防
職
員
が
住
警
器

を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
訪
問

販
売
・
点
検
な
ど
に
は
充
分
注

意
し
て
、「
あ
や
し
い
な
」
と
思

っ
た
ら
、
絶
対
に
押
印
や
サ
イ

ン
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

天井から１５～５０
�以内に、住宅
用火災警報器の
中心がくるよう
に取り付けま
す。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ

か
は
、
大
阪
市
が
平
成
２１
年
１０

月
か
ら
総
務
省
消
防
庁
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
事
業
で
、昨
年
４
月
か
ら
は
、

本
市
を
含
め
た
府
内
１５
市
も
新

た
に
参
加
し
、１２
月
か
ら
は
府
下

全
域
で
共
同
運
用
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

を
担
う
た
め
消
防
機
関
と
医
療

機
関
が
連
携
し
、
救
急
相
談
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
こ

と
が
目
的
で
開
始
し
た
当
事
業

は
、
共
同
運
用
し
た
昨
年
４
月

か
ら
１２
月
ま
で
の
９
か
月
で
１４

万
２
４
８
５
件
の
着
信
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に

電
話
し
た
ら
い
い
の
？

▽
救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い

▽
応
急
手
当
て
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い

▽
ど
こ
の
病
院
へ
行
っ
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い

▽
何
科
の
医
師
に
診
て
も
ら
え

る
の
か
わ
か
ら
な
い

▽
夜
間
の
小
児
科
の
病
院
を
教

え
て
欲
し
い

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ

か
で
は
、
こ
の
よ
う
な
幅
広
い

相
談
に
応
じ
、
家
庭
で
の
処
置

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
医
療

機
関
の
場
所
や
診
療
時
間
、
休

日
医
療
機
関
な
ど
の
案
内
を
し

た
り
総
合
的
に
受
け
付
け
、
緊

急
性
が
高
い
と
判
断
す
れ
ば
、

す
ぐ
に
消
防
機
関
へ
つ
な
が
り
、

救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
迷
っ
た
と
き

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
】

▽
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電

話
、
携
帯
電
話
か
ら
は
＃
７
１

１
９▽

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定
電

話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
０
６

（
６
５
８
２
）
７
１
１
９

※
奈
良
県
と
の
県
境
付
近
で

「
＃
７
１
１
９
」
を
か
け
る
と

「
奈
良
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
」

に
電
話
が
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

お
お
さ
か
」
を
利
用
さ
れ
る
方

は
０
６（
６
５
８
２
）７
１
１
９

へ
お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。

障
害
者
専
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

お
よ
び
点
字
カ
ー
ド
の
配
布

消
防
局
予
防
広
報
課
、
障
害

者
支
援
室
、
福
祉
事
務
所
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
、
障
害

者
へ
の
専
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お

よ
び
点
字
カ
ー
ド
（
携
帯
用
・

名
刺
サ
イ
ズ
）
を
障
害
者
ま
た

は
そ
の
家
族
に
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
、
予
防
広
報
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
と
き
や
病

気
、
け
が
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

と
き
に
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
が
２４
時
間
３

６
５
日
救
急
相
談
に
応
じ
る
「
救
急
安
心
セ
ン

タ
ー
お
お
さ
か
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

火災の原因は、放火（疑い含む）やたばこが全体の約５割を占め
ていますが、これ以外にも家庭内の身近なところでも火災の危険
は潜んでいます。次のような原因の火災も多く発生していますの
で、確認してください。

（例）掛け布団がヒーターに接触して出火した。
（例）洗濯物を乾かすため、こたつの中に入れたが、

ヒーターに密着していて出火した。

（例）ストーブをつけたまま寝たため、寝返った際に
掛け布団がヒーターに接触して出火した。

近
年
、
危
険
物
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
腐
食
、
劣
化
な

ど
が
原
因
の
危
険
物
流
出
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

流
出
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
の
流

出
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

の
改
正
法
令
が
平
成
２２
年
６

月
２８
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成

２３
年
２
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
法
令
改
正
で
は
、
危

険
物
施
設
に
設
置
さ
れ
た
地

下
貯
蔵
タ
ン
ク
の
う
ち
、
直

接
埋
設
さ
れ
た
鋼
製
一
重
殻

タ
ン
ク
で
設
置
し
た
と
き
の

許
可
申
請
書
類
に
記
さ
れ
て

い
る
仕
様
に
基
づ
き
、
腐
食

の
お
そ
れ
が
特
に
高
い
地
下

貯
蔵
タ
ン
ク
（
表
１
）
ま
た

は
腐
食
の
お
そ
れ
が
高
い
地

下
貯
蔵
タ
ン
ク
（
表
２
）
の

判
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
内
面
の
腐
食
を
防

止
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
措
置
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
（
図
１
参
照
）。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
措
置
を
実
施
し
た

場
合
の
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
な

ど
お
よ
び
地
下
埋
設
配
管
の

漏
れ
の
点
検
も
、
点
検
周
期

な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
、
各
事
業
所
で
休

止
中
の
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
で

保
安
上
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の

間
、
漏
れ
の
点
検
義
務
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

▽
予
防
広

報
課

▽
消
防
署
予
防
担
当

（例）ストーブの上で洗濯ばさみで留め、干していた
洗濯物が乾燥して軽くなり、上昇気流で外れ、
ストーブ上に落下し出火した。

（例）ガスこんろのグリルに魚の油脂が付着して
おり、過熱されて出火した。

（例）揚げ物をするときに油の量が少なかったため、
油の温度が急激に上がり天ぷら油が発火した。

（例）揚げ物をするときに使用したなべが、なべ底に
反りがあったため、温度センサーが働かず天ぷ
ら油が発火した。

※１ コーティング 地下貯蔵タンクの内面の腐食を防止するため、タンクの内面全体にガラ

ス繊維強化プラスチックライニングを２．０�以上の厚さに被覆するもので、地下貯蔵タン
クが埋設されたままの状況で施工できるもの。

※２ 電気防食 地下貯蔵タンクの周囲に電極を埋めるなど、地下に埋設されたタンクへ外部

から直流電流を流し、腐食の進行を防止するもの。

※３ 危険物の微少な漏れを検知するための設備 直径０．３�以下の開口部からの危険物の漏れ
を常時検知することができる設備のことで、埋設された地下貯蔵タンクに貯蔵されてい

る危険物の液面を常に計測して、危険物の液面の変化を検知し、警報を発するシステム

（高精度液面計）など。

（例）アロマオイル、食用油などが付着した洗濯
物を乾燥機で乾燥させたため油が酸化し、その際
に発生した熱がこもり自然発火した。

（表１）腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク

設計板厚

全ての設計板厚

８．０�未満
６．０�未満
４．５�未満

４．５�未満

塗覆装の種類

アスファルト

モルタル

エポキシ樹脂等

強化プラスチック

アスファルト

設置年数

５０年以上

４０年以上
５０年未満

（表２）腐食のおそれが高い地下貯蔵タンク

設計板厚

８．０�以上
６．０�以上
４．５�以上
１２．０�未満
４．５�以上
６．０�未満
４．５�未満
４．５�未満
６．０�未満
４．５�未満

４．５�未満

塗覆装の種類

モルタル

エポキシ樹脂等

強化プラスチック

アスファルト

モルタル

エポキシ樹脂等

強化プラスチック

アスファルト

モルタル

アスファルト

設置年数

５０年以上

４０年以上
５０年未満

３０年以上
４０年未満

２０年以上
３０年未満

こんなところにも火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災のののののののののののののののの危危危危危危危危危危危危危危危危険険険険険険険険険険険険険険険険が�

既既存存住住宅宅もも５５月月末末ままででにに��

※（独）製品評価技術基盤機構発行〈身・守りハンドブック２０１０〉参照。

（油の量、なべの形状）

（ヒーターとの接触）

（可燃物の落下）

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器のののののののののののののののののののののののののののののののの設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置をををををををををををををををををををををををををををををををを

（ヒーターとの接触）

（自然発火）

（グリル内の油）

電電電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気ここここここここここここここたたたたたたたたたたたたたたつつつつつつつつつつつつつつ

ああななたたのの大大切切なな家家族族のの命命をを守守るるたためめにに

電電電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気スススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトーーーーーーーーーーーーーーブブブブブブブブブブブブブブ

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんろろろろろろろろろろろろろろ

油油油油油油油油油油油油油油がががががががががががががが付付付付付付付付付付付付付付着着着着着着着着着着着着着着ししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗洗濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯濯物物物物物物物物物物物物物物

電電電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気スススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトーーーーーーーーーーーーーーブブブブブブブブブブブブブブ

ガガガガガガガガガガガガガガススススススススススススススここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんろろろろろろろろろろろろろろ
危険物の規制に関する規則を一部改正

地下貯蔵タンクからの危険物流出事故が増加

天井用

壁用

救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か

迷
っ
た
と
き
は「
＃
７
１
１
９
」へ

※
経
過
措
置
：
平
成
２５
年
１
月
３１
日
ま
で
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

救救急急安安心心セセンンタターーおおおおささかか
２２４４時時間間３３６６５５日日対対応応

事業者のみなさまへ

（２）平成２３年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２３年２月１５日（３）
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反応なし�

気道を確保し、呼吸をみる�

AED到着�

AEDの電源を入れて、�
音声ガイドの指示に従う�

「ショックが必要」� 「ショックは不要」�

ショック1回�

その後直ちに心肺蘇生法を再開�

5サイクル（2分）�

直ちに心肺蘇生法を再開�

救急隊に引き継ぐか、�

患者が動き始めるまで続ける�

普段どおりの息をしているか？�

胸が上がる人工呼吸を2回（省略可能）�

人を呼ぶ�
119番通報とAEDの手配�

はい�

いいえ�

回復体位（※）に�
してようすを見な�
がら救急隊の到�
着を待つ�

胸骨圧迫30回と人工呼吸2回の組合せを続ける�
AEDが到着するか、救急隊に引き継ぐか、または�

患者が動き始めるまで続ける�

東大阪市消防局連絡先一覧

東大阪市消防局 稲葉１―１―９

�０７２（９６６）９６６９
総務部総務課………………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課…………０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課……０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課………………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室…………０７２（９６６）９６６５

�０７２（９６６）８８８４
防災学習センター…………０７２（９６６）９９９８

�０７２（９６６）９９９０
東消防署………………………０７２（９８３）０１１９

�０７２（９８５）６５０３
中消防署………………………０７２（９６６）０１１９

�０７２（９６６）６４６５
西消防署………………………０６（６７８８）０１１９

�０６（６７８８）１３７４

もしものときの問合せ先

◇どこの病院で診察してもらえるか知りた
い
�救急安心センターおおさか
＃７１１９または０６（６５８２）７１１９《２４時間対応》

�大阪府救急医療情報センター
０６（６７６１）１１９９《２４時間対応》

◇夜間の子どもの急病時、病院に行ったほ
うがいいのか迷ってしまう…
�小児救急電話相談
大阪府健康福祉部保健医療室医療対策

課《午後８時～翌午前８時》

ダイヤル回線 ０６（６７６５）３６５０

プッシュ回線／携帯 ＃８０００

◇夜間、休日の歯科診療は…
�大阪府歯科医師会館「休日・夜間緊急
歯科診療所」
�夜間緊急歯科診療
《毎日午後９時～翌午前３時》

０６（６７７４）２６００《夜間専用》

�休日緊急歯科診療
《日・祝日・年末年始午前１０時～午後４

時〔受付開始時間は午前９時３０分〕》

０６（６７７２）８８８６

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などによる
急性中毒事故が起きてしまったときは…
�中毒１１０番
�日本中毒情報センター
０７２（７２７）２４９９《２４時間対応》

◇たばこを誤って飲んでしまったときは…
次のときはすぐに病院で診療を受けて

ください。 �たばこが浸かっていた水を
飲んだ �２�以上たばこを食べた �
何らかの症状が出ている

※緊急性があると思ったら迷わず１１９番通
報で救急車を呼んでください。
�たばこ専用電話
�日本中毒情報センター
０７２（７２６）９９２２《２４時間対応》

◇東大阪市消防局公式ホームページ
東大阪市消防局の最新情報を随時掲載

しています。

http���www.h�119.jp�
◇東大阪市消防局災害案内
市内で発生している火災の情報を機械

音声で案内しています。

０７２（９６６）９９９１

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報
市内で発生している火災、前日までの

火災、救急件数を公開

しています。

http���www.h�119.
jp�mobile�mobiletop.
html

こ
の
時
期
は
、
山
で
は
枯

葉
や
枯
草
が
多
い
こ
と
や
空

気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
火
事
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

消
防
局
で
は
、
山
火
事
予

防
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、警
防
対
策
を
強
化
し
、

森
林
な
ど
の
保
全
と
地
域
の

安
全
の
た
め
、
２
月
１
日
�

か
ら
５
月
５
日
�
ま
で
を「
林

野
火
災
特
別
警
戒
」
と
し
て

い
ま
す
。

山
林
周
辺
の
住
人
お
よ
び

入
山
者
な
ど
に
対
す
る
防
火

意
識
の
啓
発
を
は
じ
め
、
火

災
警
報
発
令
中
に
お
け
る
火

の
使
用
制
限
の
徹
底
や
森
林

所
有
者
な
ど
に
対
す
る
火
災

予
防
措
置
の
指
導
強
化
、
山

火
事
予
防
広
報
、
警
防
体
制

の
強
化
な
ど
、
重
点
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

林
野
火
災
総
合
訓
練

林
野
火
災
に
対
処
す
る
た

め
、
消
防
局
と
消
防
団
が
連

携
し
て
林
野
火
災
総
合
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
２３
日
�
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

「
奥
池
」
北

東
側
山
林
内
一
帯
お
よ
び
六

万
寺
コ
ー
ス
山
林
内
一
帯（
六

万
寺
町
１
）

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

は
全
国
平
均
で
約
７
分
か
か
り

ま
す
。
こ
の
間
に
、
居
合
わ
せ

た
人
に
も
で
き
る
救
命
処
置
は
、

「
心
肺
蘇
生
法
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
」
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
は
、
胸
を
強
く

圧
迫
す
る
「
胸
骨
圧
迫
」
と
息

を
吹
き
込
む
「
人
工
呼
吸
」
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
心
臓
や
呼
吸
の
動
き

を
助
け
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
は
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
（
除
細
動
）
を
与
え
る
た

め
の
機
器
で
、
電
源
を
入
れ
、

パ
ッ
ド
を
装
着
す
れ
ば
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
自
動
で
除
細
動
が

必
要
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
音

声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
使
用
の
手
順

を
指
示
し
て
く
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
中
心

に
普
通
救
命
講
習
会
（
下
表
参

照
）
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。ぜ

ひ
、受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

�普通救命講習会
一般公募による普通救命講習会
◇とき・ところ（予告なく変更する場合があります）

ところ
３階講堂

２階研修室

５階会議室

３階講堂

消防局４階
防災学習センター

２階研修室

３階講堂

３階講堂

５階会議室

２階研修室

２階研修室

５階会議室

３階講堂

◇内容（講習は３時間）
�応急手当の必要性
�人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法）
�大けがのとき、命にかかわる大出血のときに大切な「止血法」
�ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法
◇申込方法
各月の担当消防署の救急担当で受付。申込みは講習会の１か月
前～１週間前

表の日程以外でも、１０人以上集まれば、相談に応じて随時、講習
会を開催します。また、消防署から職員が出向いて開催すること
もできます。

担当
西消防署

東消防署

中消防署

西消防署

中消防署

東消防署

西消防署

西消防署

中消防署

東消防署

東消防署

中消防署

西消防署

講習日時
３月２０日�午後１時～４時
４月１１日	午後６時～９時
５月１４日
午後１時～４時
６月１９日�午後１時～４時

７月１１日	午後６時～９時

８月１３日
午後１時～４時
９月１８日�午後１時～４時
１０月１０日�午後６時～９時
１１月１２日
午後１時～４時
１２月１８日�午後１時～４時
１月２２日�午後１時～４時
２月１１日
午後１時～４時
３月１８日�午後１時～４時

平
成
２３
年

平
成
２４
年

�防火管理者講習会
◇とき

申込み受付開始日

４月１１日	

６月２７日	

１０月１１日�

１月１０日�

※講習時間などは未定。

◇ところ

消防局４階防災学習センター

◇内容

消防法第８条に定める甲種防火管理者の資格を取得する

ための講習会

◇申込方法

各消防署の予防担当で受付。

受付時間は、土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５

時３０分

申込み・問合せ先
東消防署 東大阪市鳥居町３―３ ０７２（９８３）０１１９

中消防署 東大阪市稲葉１―１―９ ０７２（９６６）０１１９

西消防署 東大阪市御厨栄町３―１―４１ ０６（６７８８）０１１９

講 習 日

５月１６日	・１７日�

８月１日	・２日�

１１月１４日	・１５日�

２月１３日	・１４日�

平成２３年度

第１回

第２回

第３回

第４回

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

林野火災特別警戒を実施中

山火事予防の意識を高めよう�

身
に
付
け
よ
う
�
応
急
手
当

学 び ま せ ん か

（※）回復体位：傷病者を横向きに寝かせた姿勢

山
林
内
に
山
火
事
防
止
看

板
を
取
付
け

心肺蘇生法の
手 順

（４）平成２３年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報


